













































































































暮しの 犬変つらいも ある程度つら あまりっら』 全くっらいと ど九ともいえ






う感じ 45．544．8 8．8 O．5 O．5るか （192） （189〕 （37 （2） （2）
将来雪 大部分をなく ある程度なく ほとんどなく 将来かえって
害は防
どれともいえ
すことができ すことができ すことカiでき 雪害は増える ない・わから
ぐこと ると恩う ると恩う ないと思う と恩う ない
ができ
















考える 2．9 5．9 4　9　62　9ユ9．8 ユ．7ものは 2．O（12） （24） （20 （258〕 （81） （7） （8）
それだけでな
雪のため人が それだけでな く、雪のため それだけでな











をいうべきだ マヒすること が大変になる や苦痛も含む
か も含むべきだ ことも含むべ べきだ
きだ

















がやる 1．O 65．927．8 3．2 2．2ぺきか （4） （270〕 （114） （13〕 （9〕
注。上段の数字は比率（単位は％）、　（ 〕内は例敏
表2　r雪害観」の設問に対する回答状況（その2）
雪害観 雪害は人 雪を邪魔 雪害に対 雪害をな
項目
雪害をへ
雪害は雪 間の英知 物扱いし してカを くすには らすため
国に住む で克服で たり、逆 合わせる 雪が降つ
者の宿命
なら、家
きるから にあきら ことから てからの の建て方
であり、 あきらめ めて引き 住民のま 除雪だけ や土地利
酎えしの ず技術開 こもるの とまりや でなく計 用にある
ばなけれ 発や創意 でなく、 連帯感を 画的な雪
ぱならな
程度の規
工夫を重 雪と楽し 育ててい に強いま 制がされ
いものだ ねるべき くつきあ くことが
回答
ちづくり てもやむ
だ うべきだ できる が必要だ を得ない
そう思う 35．87．O61．871．396．173．7（148） （361） （254） （291） （397） （ 02）
そうは思わない 53．84．1 ］7．5 1ユ．8 ！．5 8．8（222） （17） （72） （48） （6） （36）















































































































































































































































































『 態 度 の 型 」
r態度」指枳 1自覚的 2転 出 3積極的 4消極的
定住型 志向型 定住型 ’定住型
A．移住■定住 41．2 84．6 40．9 22．7
B．都会／田舎 17．6 76．9
C．科学技術の進歩 76．5 84．6 81．8 86．4
D．人間あ力■自然の力 47．ユ 30．8 86．4 45．5
E．人生の順詞さ■苦労 35．3 7． 7 90．9
F． 自立■互助 64．7 61．5 59．1 59．1
G．個性■っきあい 100．O ユ5．4 一
H．雪国はっらい■楽しい 82．4 84．6 86．4 90．9
I．雪処理は無駄■役立っ 58．8 38．5 45．5 72．7








































































































































条件 除雪道路 無雪期の 住宅所有 住宅の新
車の有無 住宅規模
迄の距離 駐車形態 形態 しさ
態度の型 O．29 O．20 0．23 O．27 0．25 O．24
章庫を持 民間借家 申間規模 古い家に
自覚的定住型 10m未漕車を持っ つ眉には はすべて （40～70比岐的多
（タイプ1） 眉にやや 馴こ多い やや少な この型で 坪〕層に し、
多い し、 ある 多い
20m以上 小規模眉
転出志向型 層、特に 車のない 上に同じ 特に傾向 （20～40特に傾向
（タイプ2） 100匝以上眉に多い なし 坪）に多 なし
に多い 』、
車庫を持 1例を除 新しい家
積極的定住型 平均的に 特に傾向 つ眉にや き、すべ 特に傾向 に比岐的
（タイプ3） 分布 なし や多い て持家 なし 多い
自宅内駐


















雪害硯項目 雪と楽し 雪害への 計画的な 雪害対策
雪害の宿 雪害の技 くつきあ 対処から まちづく のための
命視の是 術的克服 う姿勢の 遵帯感が りが必要 建築・土
非 の是非 是非 育ちうる か否か 地利用規
「態度」指枳 か否か 制の是非
A 移住■定住 一0．062 一0．015 一0．026 一0．033 0．008 一〇．O01
B 都会■田舎 一0．044 一0．047 O．012 一0．097 0．032O－O．169
C 科掌技術の進歩 一0．035 O．004 0．055 0．039 一0．041 一〇．060
D 人間の力■白然の力 一0．051 0．095 0．06200．140一〇．023 0．O17
E 人生の順詞さ■苦労 0．O05 一0．017 一0．089 一〇．099 一0．01300．132
F 自立■互助 一〇．071 一0．033 O．034 一〇．026 一0．074 一0．048
G 個性■っきあい O－0．1220．O16 0．030 一0．023 0．045 0．015
H 雪国はっらい／楽しい O．099 一0．067O－O．168O－0．113一0．03200．150
I．雪処理は無駄／役立っ 0．035 0．019◎一〇．243 O－O．143一0．044 O．028







雪害齪 雪害は宿 雪害は克 雪客との 雪害対策 親世きや
問題視の 雪害対策 命であり 服できる 雪と楽し 戦いから のためな 生活道脇 知人の家 居住空間
の 耐え忍ぷ から方策 くつきあ 住民の違 ら建簑や の雪処理
程度
更新時の
ポイント べきだ を工夫す うべきだ 帯を育て 土地利用 の雪処理 の手伝い 雪対策
べきだ るべきだ の規制可











政の協力 46 69 54 69 46（タイプ2） とする者 が比較的’近所の 関心が薄％ ％ ％ ％ ％ 最も多い 多い 』、
協力
住民と行









関心が高41 100 57 90 90（タイプ4） とする者高い が比岐的 く、　r最い ％ ％ ％ ％ ％ 多い 多い ○先」に
集中
注．表頭の数字はクラマー係数の平方根を示す．％を付したのは肯定的回答の比率である．
ことがわかる．
　次に，態度の型別にみた雪害観の特徴は表9の通りである．なおこれには，雪害観に加え
て，同じ調査の中で調べた雪への対応に関する2つの事実についての態度の型との関連も示
してある．クラマー係数でみるかぎり，表8・表9よりは小さいものの，一客観的諸条件と雪
害観の直接の関連度の測定に比べ，約4倍前後の値を示している．なお．［どこまでを雪害
というべきか］の項目については省略したが．これに関してはあまり明瞭な傾向は見出せな
かった．
　態度の型の中では，＜転出志向型＞が最も特徴的である．この型では，［暮しの中での雪
の問題コを苦とする程度が最も強く，反面雪害の克服や利雪，あるいは雪対策への努力の可
能性などについてはかなり悲観的である．あたかも，自らの転出を前提として極めて覚めた
見方をしているかのようである．
　＜自覚的定住型〉は，逆に［暮しの中での雪の問題コヘの苦痛感が4つの型の中で最も弱
く，＜積極的定住型＞と並んで雪国の暮しを楽しむべきという姿勢が強い．この背景には，
現在の生活を「自分に向いている」「分相応」として選びとったという態度上の特性がある
ことは容易に想像できる．また．この型では雪害の技術的克服，雪害対策のための私権の規
制などに対してもある程度積極的な態度が読みとれる．しかしその一方で，［雪害の軽減・
防止上一番大切と考えるものコ（雪害対策のポイント）では．行政への期待ないし依存が最
も強く，［生活道の雪処理］でも行政主導を望むものの比率が4つの型の中では最も高くな
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っていることも見逃せない．
　＜積極的定住型＞と＜消極的定住型〉を比べると，前者は全体として積極的な態度が目立
つが，後者も雪害の技術的克服，雪への対応を契機とする住民の連帯への期待感はむしろ前
者より強く，雪害対策のための私権の規制に対してもかなり積極的といえる．しかし，この
＜消極的定住型〉では，行政への依存感が強く，利雪への積極性は薄い．なお［暮しの中で
の雪の問題］への苦痛感は＜積極的定住型〉では低いが，これは実際に問題が少ないとは考
えにくく，むしろ苦労を人生の糧とするというややストイックな態度の反映ではないかと思
われる．
　雪への対応事実と態度の型の関連をみると，居住空間更新時の雪対策＊8では，＜転出志向
型＞が比較的対策に力を入れていないことは当然としても，＜消極的定住型＞が最も積極的
に居住空問の耐雪性の向上を図っていることは興味深い．これに比べ，＜積極的定住型＞は
この点に関して必ずしも積極的とはいえない．また，親せきや知人の家の雪処理の手伝いは，
いわば＜積極的定住型＞の態度の実践に通じると思われるが，その割にはあまり多いとはい
えない一
5．結論
　多雪地方都市住民の「雪害観」について．その相違を生むさまざまの要因について検討し
てみた．その結果，雪害観が住民主体のもっ諸々の客観的条件に個別的に規定されて存在し
ていると考えるよりも．両者の間に総合的な「態度の型」を考え，これを媒介とする客観的
諸条件と雪害観の関連のあり方を検討することによって，よりわかりやすく，かつ深い理解
を得ることができた．
　住民の態度の型の典型として，以下の4つが抽出された．それは，＜自覚的定住型＞＜転
出志向型〉＜積極的定住型〉＜消極的定住型＞である．
　この4つの型の内容の検討および客観的諸条件や雪害観との関連については，既に詳述し
たので繰り返さないが，冒頭の課題意識との関連でその意味するところを述べれば，次のよ
うにいえよう．
　第1は，近年増加しているU夕一ン者層をどうみるかということである．都市生活を経験
しているこの層は，地域社会の活性化や主体的力量の強化の担い手として高く評価される傾
向が強い．しかし，今回の結果を見るとこの評価にはやや疑問が残る．Uターン者層の中に
‡8　新築移転，建替え，増改築，建物の追加新設や取りこわし，屋根の更新が過去ユO年間にあった例
　　について，その際の雪対策について尋ねた（沼野，1983）．
・9　「雪と楽しくつきあう」「雪国のくらしは楽しい」という回答特性を考えれば，この型の人々に
　　は冬の暮しをより豊かにするための個性的な発想や実践が期待されてよい．
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は再転出志向が意外に強い上に，定住を志す者にも個人主義的傾向が強い．彼らにとって地
方定住の選択は．往々にして「周囲にわずらわされない静穏な生活」への隠遁を意味すると
さえ思える．この層に多雪地域の振興や雪害対策の担い手としての主体的力量の発揮を求
めるためには，上記の特性の理解を踏まえて，その意欲を引きだすための意図的な努力が必
要であろう＊9．
　第2は，＜積極的定住型〉の評価についてである．土着の，地域社会の中核的位置にある
人々を中心に，定住と雪問題に対して積極的な姿勢をもつこの型が存在し，しかも4つの型
のうち最も数が多いことは，ある意味では多雪地域にとって心強い要素といえよう．しかし
ながら，この型は別の見方をすれば最も「建前」的ともいえ，「本音」的な＜消極的定住型＞
との間に，案外相互移行の可能性が高いようにも思われる．この意味では，この型に分類さ
れる人々の実際の雪への対応行動に注目してみる必要があろう．反面，＜消極的定住型〉も
必ずしもマイナスイメージで見るべきではなく，「本音」的であるが故に健全ともいえる不
満感を，地域における雪への対応の力に生かしてゆく視点が必要であろう．
　今回の分析は，雪害意識の構造分析という大きな課題全体からみれば，いわば初歩的な試
みの1つにすぎない．例えば，「総論賛成．各論反対」といわれるように，より具体的な局
面における「本音」の表出に目を向けて態度の分析をすすめることが，緒論に述べたような
雪害対策の内容検討や合意形成の見通しを得る上では重要となろう．また，雪処理行動や雪
への対応の諸形態との照合も必要と思われる．さらに，態度の型は価値意識のあらわれに他
ならないことを考えれば（見田，1966），既往の意識研究の成果の吸収も重要である．今後
に残された課題といえよう．
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